
ドローンによる「送電線自動追尾点検」のイメージ等 別紙２

⾶⾏
開始

•作業員が、ドローン地上装置に⾶⾏経路を⼊⼒し、自律
⾶⾏の開始を操作（点検スタート位置まで自律⾶⾏）。

自動検知
自動撮影

•ドローンが、自律⾶⾏しながら送電線を自動検知・自動撮影。
撮影映像等を地上装置に伝送。

点検対象
詳細撮影

•作業員が、伝送映像をリアルタイムで確認のうえ、詳細に確認
したい箇所をドローン地上装置（タブレット）上で選択。
•ドローンのカメラが、ズーム機能で送電線を捉え、カメラ制御で
自動追尾しながら詳細に撮影。

⾶⾏
終了

•作業員が、ドローン地上装置で自律⾶⾏の終了を操作
（離陸位置まで自律⾶⾏）。

点検結果
確認

•作業員が、撮影映像を確認し、送電線の異常の有無を詳細
確認。結果を集約。

【図２】ドローンによる「送電線自動追尾点検」
手順（概要）
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【図１】ドローンによる「送電線自動追尾点検」
イメージ
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